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本尊中心

　最近、仏壇の中に生花をお飾りせずにに造花をお飾りしてある

ところがよく目につく。よく話を聞くと「仏壇に悪いから」との

こと。生花を飾らないと阿弥陀仏や、ご先祖が怒ってくるという

ことがあるわけではありませんし、決して飾るべきではないとも

私は思いません。しかし、理由が気にかかるのです。

　仏壇の中に水気のものを入れると金箔によくない、ということ

は事実でしょう。しかし仏壇はどういうものなのかということを

考えていただきたいのです。仏壇はご本尊をお飾りする単なる箱

であります。ご本尊が一番中心です。ご本尊には必ずしも仏壇は

必要ありません。ご本尊をお飾りするものは五具足、三具足と呼

ばれるものが具わっていればよいのです。花、蝋燭の灯火、線香

の香り、この三種をお飾りすることがまず最初です。ですから「仏
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壇によくないからお花はお飾りしない」「仏壇が煤けるから蝋燭

に火をつけない」このことはある意味、高価な調度品として仏

壇を購入したのですからわからないわけではありませんが、「本

尊中心」ということから考えるとやっぱりおかしなことでありま

す。どうしても仏壇の金箔がはがれるのがいやだ、…。というの

であれば高価な仏壇の中にご本尊を安置せずに木の箱に安置し、

仏壇を家具として大切に置いてください。

２００２年度常　入　寺

親鸞聖人報恩講厳修
10 月 31 日（ 木 ） 午 後 二 時 よ り

11 月１日（金）午後四時まで

法話 松井　勇さん（福光町）

おときは一日にあります。どうぞご近所の方々

をお誘いの上お参りください。

予告　御正忌　十一月二三～二四日


